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ふりがな おにきしべよんいせき

収録遺跡 オニキシベ4遺跡

所在地 勇払郡厚真町字幌内485-3ほか

市町村コード 1581

遺跡番号 89

北緯 42
○

45
ノ

55
〃

東経 141
○

59
ノ

38
〃

調査期間 2012年5月9日～10月31日

調査面積 4,103㎡

調査原因 厚幌ダム建設

種別

主な時代 縄文時代･続縄文文化期･擦文文化期

主な遺構

縄文時代:竪穴住居跡．Tピット･士坑･焼土･遺物集中｡焼骨片集中
続縄文文化期:士器集中
擦文文化期:住居跡･遺物集中･建物跡･集中区･土坑･焼士･杭列跡･礫集中･獣骨集中

主な遺物

遺物は土器6,348点､石器類662点､金属製品33点､フレイク･チップ8,147点､礫12,467点、
その他10点､合計27,694点が出土している｡これらの他､Ⅲ層からは未被熱獣骨423点が出
土した｡擦文文化期に伴う特筆すべき遺物として､錫鉛合金の環状製品1点や火打石3点な
どがある。

要約

オニキシベ4遺跡は支流鬼岸辺(おにきしべ)川との合流点から200mほど下流の左岸､標高約57mの低位河岸段丘上に
立地している｡調査はI層の一部｡Ⅲ層｡V層．Ⅵ層を対象に実施し､近現代～縄文時代早期に至るほぼ各時期の遺構や
遺物を検出した｡擦文文化期の住居跡2軒は、当該期の一般的な竪穴住居ではなく､床面を3～5cmほど整地して構築さ
れている｡主柱穴は8本が方形に配置された｢打ち込み柱｣でこれらは｢外踏ん張り｣の僅かな傾斜を有している｡炉跡は住
居跡長軸上中央部に形成され､楕円形を呈し2ヶ所で1対を構成している｡炉跡長軸上の西側には埋め戻しされた土坑群
があり､東側には遺物集中や獣骨集中など住居跡に関連すると考えられる遺構が位置し､2軒の住居跡には規格性が見
受けられた｡これらは住居跡やその周辺から出土した擦文土器から擦文文化期後期と推測していたもので､放射性炭素年
代では12世紀代の数値が得られており､矛盾しない｡擦文文化期から中世アイヌ文化期への移行期にあたると思われる良
好な資料群である。
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